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第１章 町田市下水道ビジョンとは 

1. 下水道ビジョンの目的 

 

 町田市では、主に住環境の改善と河川等の水質向上を目的に、1964 年度に※下水道事業に

着手し、2013 年度には※市街化区域の汚水管整備が概ね完了する予定です。 

 汚水管整備に伴いこれまで伸び続けていた下水道使用料も、節水意識の高まり、節水機器

やボトル水の普及等により伸びは鈍化傾向にあり、コストの削減、事業の選択、様々な増収

策の模索など、効率的で健全な下水道経営に方針転換する必要があります。 

 このような状況の中、事業費の大きな下水処理場の※改築更新時期を間近に迎え、その将来

構想について見極めが必要な時期にきています。 

 このほかにも、都市化の進展や多発する※ゲリラ豪雨等により発生する浸水被害への対策、

老朽化する施設の適切な維持管理、大規模地震への備え、地球温暖化対策など、多くの課題

が山積しており、今後の下水道事業のあり方について、長期的な視点に立った方向性を示す

ことが求められています。 

 本計画は、『今後の下水道のあり方について長期的な視点に立った基本的な方針や施策の方

向性を示し、市民の下水道事業への理解を深め、協力を得ながら着実に下水道の役割を果た

すこと』を目的に策定するものです。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

汚水整備が本格化した 1970 年代の工事の様子 
（左と中央の写真は汚水管工事の様子、右は工事中の成瀬クリーンセンター） 

 

〔下水道の役割〕 
 

○ 住環境の改善 
 

 トイレの水洗化や汚水の速やかな排除により、快適な住環境づくりに資する。
 

○ ※公共用水域の水質保全 
 

 汚水を下水処理場で処理し、河川や海の水質向上に寄与する。 
 

○ 浸水の防除 
 

 雨水を速やかに河川に流し、家屋の浸水を防いで生命や財産を守る。 
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図 1 計画策定の必要性 

〔社会状況の変化〕 

 ・低成長社会の到来 

 ・人口減少、少子高齢社会の進展 

 ・事業の透明性の確保、効率化への要求の高まり 

 ・住民の行政への関心の高まり 

 ・資源・エネルギー問題、地球温暖化問題の深刻化 

〔下水道を取り巻く状況の変化〕 

 ・節水型社会の到来（節水機器、ボトル水の普及等） 

 ・河川や海の水質向上への要請 

 ・老朽化する下水道施設の増加 

 ・下水道施設の増加に伴う維持管理コストの増大 

 ・ゲリラ豪雨の多発 

 ・大規模地震発生の恐れ 

 ・潤いのある水辺空間への関心の高まり 

〔町田市下水道の課題〕 

 ・厳しいことが予想される下水道財政の見通し 

 ・市街化区域内に残る汚水管未整備箇所の解消 

 ・※市街化調整区域の未対策汚水の解消 

 ・事業費の大きな下水処理場の更新とその最適化 

 ・河川や海の水質改善を目指した処理水質向上の要請 

 ・雨水整備の遅れ 

 ・河川整備の遅れによる影響 

 ・整備段階から維持管理段階への移行 

 ・未耐震化施設の解消 

 ・環境負荷軽減への対応 

 ・下水道事業に関する情報発信の不足 

 
〔ビジョン策定の必要性〕 
 

●市街化区域の汚水管整備が概ね完了した後の下水道事業の方向性を定める

必要がある。 

●事業優先の考え方から経営の効率化・安定化に方針転換するため、コスト

の削減、事業の選択、様々な増収策の模索等を行う必要がある。 

●事業費の大きな下水処理場の改築更新時期を迎え、将来構想について見極

めが必要となっている。 

●「※公共下水道事業評価委員会」や「※包括外部監査」からの指摘を踏まえ、

下水道事業の方向性を明らかにする必要がある。 
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2. 下水道ビジョンの位置付け 

 町田市の下水道事業が始まってから市街化区域の汚水管整備の目途が立つまでに 50 年と

いう歳月が必要なほど、下水道事業は整備に相当な時間を要します。そして、この間、下水

道の基本的な役割は変わっていません。 

 また、10～30 年程度で大きな費用を伴う設備の改築更新が発生する下水処理場を単独で 2

箇所持つことから、町田市の下水道事業は長期的な視点に立って方向性を定め、進めていく

ことが重要となります。 

 そのため、本下水道ビジョンは、『2012 年度を初年度として、概ね 30年先の下水道を見据

えた基本的な方針や施策の方向性を示したもの』であり、位置付けは、『下水道事業を展開し

ていくうえで、最も基本となるもの』です。 

 

 本下水道ビジョンでは、以下の点に留意しています。 

・ 下水道事業の安定経営に重点を置きながら、効率的に事業を進めていくための方向性

を示すこと。 

・ 収入予測と想定される事業とのバランスを考慮して、事業の選択と投資の集中を図る

こと。（図 2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビジョンは 30 年先の 

将来を考えるんだね！ 

当時の下水道工事の様子 

広報まちだ 1969 年 7 月 20 日号
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図 2 下水道ビジョンと関連計画の位置付け 
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町 田 市 下 水 道 ビ ジ ョ ン 

町田市下水道アクションプラン 

策定目的：長期的な視野に立ち、今後の下水道のあり方に関する基本的

な方針や施策の方向性を示し、市民の下水道事業への理解を

深め、協力を得ながら着実に下水道の役割を果たすこと 
 

位置付け：下水道事業を展開していくうえで、最も基本となるもの 
 

計画期間：2012 年度を初年度として、概ね 30 年先を見据えた計画

策定目的：事業の優先順位や数値目標、財政見通しを明らかにする 
 

位置付け：下水道ビジョンに基づく実行計画で、経営の見通しも示す
 

計画期間：2012 年度からの 5 ヵ年計画で、以降 5 年毎に策定 




